
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教 育 実 習 の 在 り 方 

公立学校で本校の研究を活用していただくために 

(1) 研究体制の在り方 

 ① 宮崎市内等の公立学校の教諭等を研究協力

者として依頼し、共同での研究推進。 

 ② 幼・小・中・大学との共同研究会を教科毎に

月に１回開催。 

(2) 公開研究会の在り方 

 ① これから県内の各学校で研究されていくで

あろうテーマを設定。 

 ② 公立学校でも実践できる 

ように６月下旬に実施。 

 ③ 各学校から出張しやすい 

ように、２日間に教科を分け、午後のみ実施。

③ 参加者の意見が多く反映されるように、ワー

クショップ形式の研究協議を実施。 

校園名：宮崎大学教育学部附属中学校 

キーワード：研究推進体制、教育実習の在り方、地域との連携、働き方改革 

研 究 推 進 体 制 

小中一貫教育コース及び教職実践基礎コース

の学部生は、全員以下の流れで実習を行う。 

実習Ⅰ（観察・参加） ２年前期 １週間 

実習Ⅱ（基本・展開） 

実習Ⅲ（異学校種） 

実習Ⅳ（応用） 

附属中学校での教育活動の観察 

３年前期 ３週間 

３年後期 １週間 

４年前期 ２週間 

附属中学校での教育実践 

附属小学校で異学校種の理解・観察 

公立中学校での教育実践 

地 域 と の 連 携 

３年間の学

習 を 通 し

て、「宮崎を

よくするた

めに何がで

きるのか」 

を全生徒が発表・提言する。発表会では、大

学、県職員、市職員、企業（宮崎銀行）から

講師を招き、助言や講評をいただいている。 

働 き 方 改 革 

１ 変形時間労働制を導入。 

２ 職員の出退勤時間を毎日、データに書き

込み、１ヶ月の状況を提出。場合によって

は産業医との面談。 

３ 資料作成の軽減等を図るため、データフ

ォルダをランディスクに作成し、自由に見

れる雰囲気づくりに努める。 

４ 会議の効率化を図るため、事前の資料配

付（メール配信）。 

５ 会議の時間短縮に努めるとともに、終了

時間の明確化と厳守。 

６ 部活動では、宮崎地区と同一歩調で、２

か月に、土日、祝日の休養日を８回設定。 

(2) オープンスクール 

  オープンスクールの期間を１週間設け、多く

の方々に本校の様子を知っていただく機会とし

ている。また、地域住民の方と避難施設の確認

や生徒会役員との意見交換会を実施している。 

連絡先：〒880-0026 宮崎県宮崎市花殿町７番６７号  校長 山下辰弥 

 TEL 0985-25-1122  FAX 0985-25-1123   MAIL fuchu@cc.miyazaki-u.ac.jp 

(3) 附属学校園の紹介 

 県内全ての学校に、附属の使命や勤務態勢

給与等について紹介した。 

※ 今後、さらに県教育委員会と連携し、本県の教

育課題解決となる授業実践を行う予定である。 

※ 県教育研修センターの研修一覧に、本校が実施

する教科研修を掲載し、教員研修を行っている。

(1) 総合的な学習の時間 


